
  

 

この犬を僕に売ってください 

 

グイノ・ジェラール神父 

ナポリさん家の雌犬が七匹の子犬を産

みました。彼は一匹だけ残して、他の子

犬たちは誰かに売ろうと決めました。そ

こで彼は自分の家の窓に「可愛い小型犬

を販売します」と書いて、子犬の写真入

りのポスターを貼りました。ちょうどそ

の時、道を歩いていたダニエルと言う

15 歳の少年が、ナポリさんのポスター

を見ました。子犬の写真を見て、すぐナ

ポリさんの家のベルを鳴らしました。ナ

ポリさんがドアを開けるとダニエルは

「子犬を見せてもらってもいいですか？」

と聞きました。「はい。どうぞこちらへ来

て下さい」とナポリさんは答えました。

「わぁ！とっても可愛いですね」と目を

輝かせて言いました。「あれ？この子犬は

他の子犬たちは違っているみたい。可哀

そうにこの子だけ何だか元気がないみた

いですね？」と少年は尋ねました。 

「確かにこの子犬は他の子犬のように

元気ではありません。獣医さんによると、

彼は後ろの一本の足に奇形があり、普通

に歩くことができず、一生足を引きずる

でしょうと言われました」とナポリさん

は説明しました。それを聞いた少年は微

笑んで叫びました。「そうですか。では、

是非僕に子の子犬を売ってください。い

くらで売って下さいますか」とダニエル

は非常に興奮して聞きました。「普通は

5000円です。しかしこの子犬は売れま

せん。もし、君がよければあげましょう」

とナポリさんは勧めました。ところがダ

ニエルはすぐ激しく反応して、ナポリさ

んの目をまっすぐに見つめて「いいえ、

ぼくはこの子犬を買います」と言いなが

ら少年はポケットから 500 円を取り出

しました。 

「いいえ、ただで僕にこの子犬を渡し

てはいけません。 この子犬は他の子犬と

同じくらい価値があるので僕に売って欲

しいのです。今は 500 円しかお支払い

しませんが、5000円のお支払いが終わ

るまで毎月 500 円お支払いします。

500 円は僕の毎月のお小遣いですから

約束します。必ず 5000円でこの子犬を

買います」とダニエルは言いました。「君

はよい子ですね。でも、他の子犬を選ん

でください。ジャンプしたり走ったりし

て、どこにでもついて来て、あなたと遊

ぶことができる子犬を。この体の不自由

な子犬ではそういうこと

は絶対できませんから」

とナポリさんは優しく薦

めました。 
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何も言わずに少年はかがんで自分のズ

ボンの裾を引き上げました。それから彼

はナポリさんに、鉄の棒で支えられた変

形した自分の脚を見せました。「この子犬

が、私が欲しい犬です。御覧の通り、僕

も普通に走ることやジャンプすることが

できません。しかしこの子犬には理解の

ある友達が必要です。僕は子犬を支え、

この子犬も僕に励みを与えるでしょう」

と少年はナポリさんを説得しました。ナ

ポリさんは自分の唇をかみしめて涙なが

らに言いました。「君はとてもいい少年で

す。よく分かりました。この子犬を君に

売ります。また君が約束した通り毎月出

会いましょう。時々この子犬を連れて来

てね。どのように成長するのかを知りた

いから。ここに残っている他の子犬たち

も、君のような素晴らしいご主人に出会

えることを希望します」とナポリさんは

言いました。ダニエルは彼に 500 円を

渡して、望んだ子犬を抱きしめながら自

分の家に帰って行きました。 

誰でも、自分をありのままに歓迎され

ることを望んでいます、見える障害があ

ってもなくても、高学歴であってもなく

ても、どんな社会的立場を持っていても、

その人をありのままに受けとめることは

大切です。実は、他の人々が自分から離

れようとする時にこそ、真の友は近寄り、

条件なしに愛し続けます。聖パウロは、

この正しい生き方を私たちに教えました。

「弱い人々に対しては、弱い者になりま

した。弱い人々を獲得するためです。す

べての人に対して、すべてのものとなり

ました。それは、何とかして、幾人かで

も救うためです」（参照：１コリント9,22）

ですから、偏見を捨て、恐れずに、あり

のままの人々と出会い、歓迎し、素直に

愛しましょう。 

 

 

 

月日　主日 司式者 先唱者 地区 聖書朗読 地区 聖体奉仕 備　考

4/2(日)10時 ① NS 1 ―

受難の主日 ② MS 2 ―

4/6(木)18時半 ① TY 3 ―

聖木曜日 ② YK 5 ―

4/7(金)15時 ① TY 3 NY

聖金曜日 ② HT 6A NS

① TI 1

4/8(土)18時半 ② UT 6A YK

復活徹夜祭 ③ TH 6A

④ YS 6A

4/9(日)10時 ① NS 4 ―

復活の主日 ② YM 3 ―

4/16(日)10時 ① SM 5 ―

復活節第2主日 ② OT 6A ―

4/23(日)10時 ① KA 1 NY

復活節第3主日 ② IT 4 NS

4/30(日)10時 ① TE 5 HK

復活節第4主日 ② TM 6A YK
Fr. 中川 UT 6A

Fr. 中川 KK 2

Fr. 高橋 IH 4

Fr. 高橋 HK 6A
自己申告

による

Fr. 中川 TH 2
自己申告

による

Fr. 高橋 IM 7 1,2,3,6B,7

Fr. 高橋 HK 6A ー

Fr. 中川 YK 5 ー
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☆復活徹夜祭へどうぞ☆ 
 

希望により４月９日(日)参加となった方

も４月８日(土)復活徹夜祭には余裕があり

ますので、どうぞおいでください。 
 

☆ミサ参加制限緩和について☆ 
 

 復活祭後の４月 16日よりミサローテー

ションを廃止します。これで誰もが主日に

ミサに与ることができるようになります。 
 

☆中川神父さまの講座☆ 
 

中川神父さまのミサ後の講座は次回４

月２３日開催です。５月より「思い込みと

信仰」の講座が始まる予定です。 

詳細が決まり次第お知らせします。 
 

 

☆典礼委員会☆ 
 

 コロナで長い間、ミサの賛歌を歌わずに

唱えていましたが、4月 9日の復活の主日

から歌唱を再開します。 

 当面は歌唱者がオルガンの後ろでマス

クをつけて歌いますが、順次皆さんで歌う

ようにしていきたいと思います。 

 新しいミサ式文に合せて賛歌も新しい

ものになりました。今月のきたすまに折り

込んでおりますので、式文冊子に挟んでお

持ち頂き、ご活用下さい。 

 なお新しいミサ賛歌はカトリック中央

協議会のサイトや YouTubeで「新しいミ

サ曲」と検索すると様々な教会の動画を見

ることができます。 

 新しい賛歌は A,B,C,３種類ありますが

とりあえず教区ミサで使われる賛歌

A(605～609)から始めたいと思います。 

 メロディーを早く覚え、ご一緒に豊かな

ミサに与り、主を賛美いたしましょう。 

☆帰天されました☆ 

フスト・セグラ 神父さま  

3月 5日帰天（89歳） 

 

☆社会福祉支援基金 支援実績報告☆ 
 

本年度の社会福祉支援はクリスマス献

金に社会活動委員会からの 10万円と繰越

金を足し、昨年通り 11か所へ 18万円を

送らせていただきました。皆さまの暖かい

ご支援に感謝します。 

 ただ、この 3年間コロナの影響で他の収

入がほとんどなく、3年続けて 18万円と

以前の 36%に留まっています。 

 昨今の物価高でどこの社会福祉団体も

火の車です。皆様も苦しい中でしょうが、

より弱い人々にもう一歩救いの手を差し

伸べていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(文責 平尾) 

編 集 後 記 

  柔らかな日差しに春を感じます。復活祭が近づき 

 ました。北須磨教会では復活祭を機にミサが通常の 

状態に戻ります。聖堂を埋めつくす人、高らかに主 

を賛美する歌声…。もうすぐですね。 （GTH） 

評議会より 

お 知 ら せ 

支　援　先　 金額

1 社会活動神戸センタ－ 50,000

2 神戸の冬を支える会 30,000

3 こどもの里 10,000

4 コムニタス 10,000

5 阪神カトリック女性の会（いのちを守る運動基金） 10,000

6 東条湖の家（NPOノア） 10,000

7 日本カトリック難民移住者委員会 10,000

8 ふるさとの家 10,000

9 AICjapan ウォ－タ－＆フ－ドアジア 10,000

10 釜ヶ崎・出会いの家 10,000

11 船員司牧活動(神戸マリナーズセンター) 20,000

合　　　　計 180 ,000

1933 年スペイン生まれ、スペイン外国宣教会

所属。25 歳で司祭叙階後 1963 年来日。甲子

園教会を皮切りに高松、大阪などで司牧、2002

年～2011 年に神戸西ブロックにて共同宣教司

牧。2020 年からは仁豊野ビラで療養中でした。

穏やかでやさしさの滲みあふれる神父様でした。 
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